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会計方針の変更等に伴う業績予想の修正に関するお知らせ  
 
当社は、本日開催の執行役常務会において、会計方針（収益認識基準）の変更を決定しました。 

また、上記変更及び最近の業績の動向を踏まえ、平成 20 年 4 月 24 日に公表しました平成 21 年

3 月期の業績予想を下記のとおり修正しますのでお知らせします。 

 
記 

 
１．連結業績予想数値の修正 
１）平成 21 年 3 月期第 2四半期連結累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円）  
 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前回予想（Ａ） 441,000 19,400 19,400 11,580

今回予想（Ｂ） 415,000 8,800 9,300 4,300

増減額（Ｂ－Ａ） -26,000 -10,600 -10,100 -7,280

増減率（％） -5.9 -54.6 -52.1 -62.9

(参考)前中間期実績 487,227 23,259 23,755 14,712

 

２）平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 910,000 43,000 43,000 26,800

今回予想（Ｂ） 880,000 35,000 35,300 22,000

増減額（Ｂ－Ａ） -30,000 -8,000 -7,700 -4,800

増減率（％） -3.3 -18.6 -17.9 -17.9

(参考)前年度実績 943,124 49,141 48,705 26,932

 

 

 

 



 

 

２．個別業績予想数値の修正 

１）平成 21 年 3 月期第 2四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前回予想（Ａ） 350,000 14,000 19,600 14,800

今回予想（Ｂ） 321,000 4,900 11,080 8,670

増減額（Ｂ－Ａ） -29,000 -9,100 -8,520 -6,130

増減率（％） -8.3 -65.0 -43.5 -41.4

(参考)前中間期実績 374,362 17,041 18,880 17,886

 

２）平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 712,000 30,700 36,500 25,600

今回予想（Ｂ） 686,000 24,200 30,300 21,820

増減額（Ｂ－Ａ） -26,000 -6,500 -6,200 -3,780

増減率（％） -3.7 -21.2 -17.0 -14.8

(参考)前年度実績 741,203 34,300 36,838 27,730

 
３．業績予想修正の理由 
１）収益認識基準の変更 
当第 1四半期より、半導体製造装置、液晶関連製造装置等、出荷後に据付作業を要する製品
の収益認識基準を出荷基準から据付完了基準に変更しております。 
この変更は、微細加工技術の進展による半導体製造装置の高性能化・液晶関連製造装置の大

型化等により出荷から据付完了にいたる期間が長期となる自社製品の収益に占める割合が増加

してきたこと、また、システム構築等により据付作業の完了に関するデータの把握が可能とな

ったことから、収益の実態をより適切に決算に反映させるために行うものです。 
 
２）事業環境の変化 
当社を取り巻く環境は、半導体メモリー市場の低迷の長期化に加え、米国経済の減速、原油・

原材料の高騰により、メモリーメーカーの投資が低下傾向にあり、年度前半は厳しい市場環境

が予測されます。 
しかし、一部のメモリーメーカーでは年度後半から投資再開の動きもあり、液晶関連製造装

置も投資回復の影響により受注が回復しております。また、ライフサイエンスにおいても、欧

米市場向け生化学・免疫分析システムや検体前処理システムが好調を維持すると思われます。 
 
以上のような状況に鑑み、平成 21 年 3 月期第 2四半期連結累計期間及び通期連結業績予想並び

に平成 21 年 3 月期第 2四半期累計期間及び通期個別業績予想を修正します。 

以 上 
 
（注）上記予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因により異なる結果となることがあります。 



 
 
 
（ご参考） 
 
１．連結業績予想数値の修正内訳 

１）平成 21 年 3 月期第 2四半期連結累計会計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（単位:百万円）  

  前回予想 今回予想 
会計方針変更

による影響額

業績変動に

よる影響額

(※)20 年 3 月期

第 2四半期 

売上高 441,000 415,000 -32,000 6,000 487,227 

営業利益 19,400 8,800 -6,700 -3,900 23,259 

※前年同期実績(ご参考)       

 

２）平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（単位:百万円）  

  前回予想 今回予想 
会計方針変更

による影響額

業績変動に

よる影響額
(※)20 年 3 月期

売上高 910,000 880,000 -30,000 ― 943,124 

営業利益 43,000 35,000 -8,000 ― 49,141 

※前期実績(ご参考)         

 

２．個別業績予想数値の修正内訳 

１）平成 21 年 3 月期第 2四半期累計会計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（単位:百万円）  

  前回予想 今回予想 
会計方針変更

による影響額

業績変動に

よる影響額

(※)20 年 3 月期

第 2四半期 

売上高 350,000 321,000 -31,200 2,200 374,362

営業利益 14,000 4,900 -5,695 -3,405 17,041

※前年同期実績(ご参考)       

 

２）平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（単位:百万円）  

  前回予想 今回予想 
会計方針変更

による影響額

業績変動に

よる影響額
(※)20 年 3 月期

売上高 712,000 686,000 -26,000 ― 741,203 

営業利益 30,700 24,200 -6,500 ― 34,300 

※前期実績(ご参考)         

 

以 上 

 


